
ILSI Japan 活動報告＜2012＞ 

 
バイオテクノロジー研究会 

 
◆バイオテクノロジー研究会全体 

1, 2 月 ・ 第 8 回部会開催（2 /14）ERA 調査報告書第 2 号用発刊に向けての勉強会 
・ ILSI 本部総会に出席（Intra-ILSI Biotechnology Forum 出席：1/22、IFBiC セミ

ナーに出席;：1/24） 
・ 消費者庁食品表示課の要請に応じて、GM 植物の国際的な表示制度に関する状況の

説明（1/12） 
・ ERA および ISBGMO 学会参加に関するアカデミアとの懇談会（2/20） 

3, 4 月 ・ 第 9 回部会開催（3 /30）ERA 調査報告書第 3 号用発刊に向けての勉強会含む 
・ ILSI CERA 電話会議（3/15） 
・ ERA および ISBGMO 学会参加に関するアカデミアとの第 2 回懇談会（4/12） 
・ 研究会参加者の参加希望者の確認および新規募集 

5, 6 月 ・ 第 10 回部会開催（6 /6）ERA 調査報告書第 4 号用発刊に向けての勉強会含む 
・ 第 11 回 ISBGMO シンポジウム（9 月 17～20 日、セントルイス）および IFBiC 
・ Composition DataBase ワークショップ（9 月 13～15 日、ワシントン DC）参加

者調整 
・ ERA および ISBGMO 学会参加に関するアカデミアとの第 3 回懇談会（6/28） 

7, 8 月 ・ 第 11 回部会開催（7/25）ERA 調査報告書第 6 号用発刊に向けての勉強会含む 
・ 第 12 回 ISBGMO シンポジウム（9 月 17～20 日、セントルイス）および IFBiC 

Composition DataBase ワークショップ（9 月 13～15 日、ワシントン DC）参加

者調整 
・ ERA および ISBGMO 学会参加に関するアカデミアとの第 4 回懇談会（8/8） 

9, 10 月 ・ 第 12 回部会開催（10/18）ERA 調査報告書第 7 号用発刊に向けての勉強会含む。 
・ 第 12 回 ISBGMO シンポジウム（9 月 17～20 日、セントルイス）および IFBiC 

Composition DataBase ワークショップ（9 月 13～15 日、ワシントン DC）参加。 
・ ISOBGM 参加報告会企画。11/15 筑波大東京キャンパス 
・ 参加者募集開始 
・ IFBiC Composition DataBase 報告勉強会企画 

11, 12 月 ・ 第 13 回部会開催（12/18） 
活動の報告と来年度予定 
ERA 調査報告書第 8 号用発刊に向けての勉強会 

・ ISOBGM 報告会開催。11/15 筑波大東京キャンパス 
産官学 100 名参加 

・ IFBiC Composition Data Base 報告勉強会開催。 
12/11 フクラシア東京ステーション 
部会員 18 名参加 

 
 
  



【植物研究部会】 

 
＊環境リスク評価分科会 

1, 2 月 ・ ILSI 本部総会で CERA の Intra Biotechnology Forum に出席（1/23） 
・ ERA プロジェクト調査報告（February 2012）発行 

3, 4 月 ・ ERA 調査報告書の下記省庁に持参して説明 
・ 環境省、文部科学省、農水省 
・ ERA プロジェクト調査報告第 3 号（April 2012 号）発刊 

5, 6 月 ・ ERA 調査報告書 4 月号を下記省庁に持参して説明 
・ 環境省、農水省 
・ ERA プロジェクト調査報告第 4 号（June 2012 号）発刊 

7, 8 月 ・ ERA 調査報告書 8 月号を下記省庁に持参して説明 
・ 環境省、農水省、文科省 
・ ERA プロジェクト調査報告第 5 号（AUG 2012 号）発刊 

9, 10 月 ・ ERA プロジェクト調査報告第 6 号（OCT 2012 号）発刊。 
・ 同調査報告書を下記省庁に持参して説明。 
・ 環境省、農水省、文科省、経産省 

11, 12 月 ・ ERA プロジェクト調査報告第 7 号（DEC 2012 号）発刊。 
・ ERA 懇談会開催 12/17 
 5 月国際シンポ・ワークショップについて検討 

 
＊アレルギータンパク質の分析方法分科会 

1, 2 月 機関誌「イルシー」への寄稿作業中（発表された Bioinformatics および Heat stability 
論文の記事） 

3, 4 月 機関誌「イルシー」への寄稿終了（発表された Bioinformatics および Heat stability 
論文の記事） 

5, 6 月 特になし 

7, 8 月 特になし 
9, 10 月 特になし 
11, 12 月 特になし 

 
＊組換え体検知法分科会 

1, 2 月 特になし 

3, 4 月 特になし 

5, 6 月 特になし 

7, 8 月 特になし 

9, 10 月 特になし 

11, 12 月 特になし 

 
 


